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片山ナルコ株式会社との業務提携に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 25 年 7 月 9 日開催の取締役会において、以下のとおり、片山ナルコ株式会社との間で日本国

内における水処理関連薬品、プロセス関連薬品、その他関連装置の各事業に関する業務提携を行うことについ

て決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．業務提携の理由 

当社グループは、水処理事業分野におけるお客様のあらゆるニーズに対して、ワン ストップ ソリューショ

ンが提供できる企業グループの実現を目指し、水処理プラントの販売・運転管理・メンテナンスや標準型水処

理装置などとともに、冷却水やボイラ向け等の水処理薬品事業を展開しております。 

 

片山ナルコ株式会社は、水処理薬品、食品添加剤及び防腐剤製造事業、各種環境分析事業を営む株式会社片

山化学工業研究所と、米国系水処理大手企業であるナルコ社の 100％出資子会社であるナルコジャパン合同会

社により平成 16 年に設立された両社の合弁会社です。ナルコ社のグローバルなノウハウと、株式会社片山化

学工業研究所の地域密着サービスを組み合わせ、水処理薬品のほか、石油精製・石油化学プラントや紙パルプ

製造工程向けのプロセス関連薬品等の販売を行っております。また平成 23 年には米国においてホテル産業、

外食産業、食品工場などの洗浄薬品販売最大手であるエコラボ社がナルコ社を買収しており、グループ再編を

進めております。 

 

今回の業務提携では、当社グループのもつ総合水処理企業としての営業ネットワークと、片山ナルコ株式会

社及びエコラボ社の持つ水処理及びプロセス関連薬品市場での高い技術力を組み合わせ、新たなお客様への営

業展開及び新たな商品群の投入を行うことで、両社の国内市場における競争力を強化し一層の事業拡大を図る

ことを目的としています。 

当社グループは従来取り扱ってきた水処理薬品に、プロセス関連薬品を中心とした片山ナルコ株式会社の豊

富な製品ラインアップを加えることで、ワン ストップ ソリューションを提供できる企業グループの実現に努

めてまいります。 
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２．業務提携の内容 

日本国内における以下の業務を共同で進めてまいります。 

(1) 水処理関連薬品の拡販 

(2) プロセス関連薬品の拡販 

(3) 水処理関連装置の拡販 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１） 名 称 片山ナルコ株式会社 

（２） 所 在 地 大阪府大阪市東淀川区東淡路1－6－7 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 徐 重男 

（４） 事 業 内 容 水処理関連薬品を中心とした、各種工業用化学薬品の販売 

（５） 資 本 金 10,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 平成16年6月1日 

（７） 大株主及び持株比率 
ナルコジャパン合同会社（50.1％） 

株式会社片山化学工業研究所（49.9％） 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあり

ません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関係はあ

りません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあり

ません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会社の

関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関係はあ

りません。 

取 引 関 係

当社は当該会社に対し、水処理関連機器類を販売してお

ります。また、当社は当該会社より水処理薬品類を購入

しております。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。ま

た、当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当事

者には該当しません。 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 平成25年7月9日 

（２） 契 約 締 結 日 平成25年7月9日 

（３） 事 業 開 始 日 平成25年7月9日 

 

５．今後の見通し 

本件により、平成 26 年 3 月期の当社連結業績に与える影響は軽微でありますが、今後は業務提携の効果を

最大限に活かし、国内での薬品事業の業績向上に取り組んでまいります。 

（参考）当期連結業績予想（平成25年5月10日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成26年3月期） 
73,000百万円 3,000百万円 2,800百万円 1,500百万円

前期連結実績 

（平成25年3月期） 
66,718百万円 3,498百万円 3,909百万円 2,564百万円

 

以 上 


